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ICF ：国際生活機能分類 と高次脳機能障害
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要 旨 ：2001年 5 月 の WIK ）総会 で ICF ：国際 牛 活機能分類 が ICIDH ： 国 際 障害 分 類 （1980） の 改

定版 と し て 採択 さ れ た 。 こ れ は第 1 に は 人 が 「生 き る 亅 こ と，す な わ ち 生活 機能 と
， そ れ が 低下 し

た状態で あ る障害 と を 総 合的 に 把握 す る概 念枠組み と して ， 第 2 に は 国際的
・
学 際的，また 専門家

と当事者 との 間 の 「共通 言語」 と し て作 ら れ た も の で あ り，障害 と い う マ イ ナ ス 面 よ り も生活機能

と い う プ ラ ス 面 に 着 ［ し，か つ 両 者を牛命 ・生活 ・人生 の 3 レ ベ ル で 把握す る と い う優 れ た 特徴 を も

ち，今後 ， 医 学
・医 療 ， 介 護，福祉，そ の 他 ， 専門職 が 対象者 ・利用者に サ ービ ス を 提供 す る あ ら ゆ

る 分野 に 大 きな思想的 ・実際的な影響を
J
ナ え る もの で あ る。本 論文 で は ， 現在の わ が 国で医療 ・福

祉 ・介護 の 行政 の 中 に す で に ICF の 基本概念が相当程度に と り入れ られ て い る こ とを紹 介 し，つ い

で ICF の 特徴 と分類 の 概要，コ
ーデ ィ ン グの 実際 に つ い て 述 べ

， 高 次 脳機能障害 の 臨床 へ の 応用 に

つ い て 論 じ た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高次脳機能研究 24（3）：244〜252，2004）
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は じ め に

　 2001 年 5 月 の 世 界保健会 議 （WIIO 総会） で

ICF ：国際生 活機能 分類 が ，
　 ICIDH ：国際障害分

類 （1980＞ の 改 定 版 と し て 採 択 さ れ た （WHO

20〔｝1），，こ れ は第 1 に は人 が 1
一
生 き る」 こ と （生

活機 能） と，そ れ が 全休 的 に 困難 に な っ た 「障

害」状況 と を総 合的 に 理 解 し把握 す る概 念枠組 み

（frame　of　reference ） と して
， また 第 2 に は 国

際的 ・学際的な，そ して 専門家 と当事 者 （患 者 ・

障害 者 ・家族） との 間 の 「共通 言語」 と し て 作 ら

れ た もの で あ る 。 こ れ は 今後，医学 ・医療 ， 介護 ，

福祉，そ の 他， 専門職が 対象者 ・利用 者 （c！ient）

に サ ー ビ ス を提供す る （そ し て そ 0）た め に は総 合

的な理解が 不可 欠な） あ ら ゆ る 分 野 に 大 き な思 想

的 ・実際的な影 響を与え る もの で あ る と考 え ら れ

る 。

　以 ドICF が 高次脳機能障害 を も つ 患 者の 理 解

と マ ネ ージ メ ン トに ど の よ う に 役立 つ か
，

ど う生

か す か に つ い て ，種 々 の 角度か ら検 討 を加 え た

い 。

彗 L乍障 害 首 リ ヘ ビ リ i 一シ ．「 ン 協 会
”

）コ／「際生 活 機能分類 目本 協々 ヒ ン ダー
〒 162 〔X｝52 東 泉都新 了酋区戸 山122L

1．医療 ・ 福祉 ・ 介護に おける

　　　ICFの 今 日的 意義

　現 在 の わ が 国 で は 医療 ・福 祉 ・介護 の 行政 の 中

に すで に ICF の 基 本概念が相 当程度 に と り入 れ

られ て い る。以下 2 ， 3 の 例 を示 す。

　 1．障害者基本計画

　2002 年 L21124 日 に 閣議決定 さ れ ，
2003 年度

か ら 10 年間 を対象 と す る 「障害 者基本言1画 」 で

は ， 障害者施策の 基本 的方 向を 定め た 第 3 章 「4

つ の 横断的な視点 」に お い て，視点の 第 3 と し て

「障害 の 特性 を踏 ま え た施策 の 展開」 をあ げ， そ

の 中で i個々 の 障害 に対応 した ニ ーズ を的確 に把

握 し
， 障害 の 特性 に 応 じ た 適切 な施 策 を推 進 す

る」 た め に，ICF （国際 生活機能分 類 ） に つ い て

「障害の 理 解 や適切 な施策推進等の 観 点か ら そ の

活用方策 を検討す る」 と し て い る。

　 2．介護報酬 と診療報酬

　2003 年の 介護報酬改 定 で は ， 全体 的 に は 抑 制

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 受稿 目　 2〔川4年 7 月 7 ［1
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さ れ た 中で ， リ 八 ビ リ テ ーシ ョ ン （以 ドリ ハ と略

す） に 関 して は 多数 の 新 しい 施策が 打 ち 出 さ れ た

が ，そ こ で も ICF 概 念が ひ ろ く取 り入 れ ら れ た

こ と が 日立 っ た （介護保険に お け る リ ハ ビ リテ ー

シ ョ ン の あ り方検討委 員会 2003）。

　 1） リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン の 定義

　た と え ば介護療養型医療施設 に つ い て 次の よ う

な リハ の 定義が 与 え ら れ た 。 す な わ ち 「1丿 ハ ビ リ

テ ーシ ョ ン は ，患者の 生活機能の 改善等 を目的 と

す る 理 学療法 ， 作業療 法 ， 言語聴覚療法等に よ り

構成 され ，い ずれ も実用的 な LJ常生活 に お け る諸

活 動 の 自蚓生 の 向上 を 目的 と して 行わ れ る も の 1
（
一
ド線 は 引 用 者） で あ る が ，こ の 「生 活 機 能」，

「活動」は後述 す る よ う に い ずれ も ICF 用語で あ

る。

　 こ の定義は ， リハ が ， しばしば誤 っ て 理解 され

て い る よ うに 「心 身機能」 の み の 改 善を め ざす も

の で は な く， 「活動」 と 「参加」を 含め た包括的

な 1生活機能 レ全般 の 向上 を 目的 と す る もの で あ

Il）， そ の 中で は と くに 実用的な 「活動」の向 Eが

中核 を占め る と い う考 え 方 を明確 に 示 し て お り，

画 期 的な定 義 とい う べ きで あ る ，、

　 2 ）
一
活 動一向上 訓練 （「し て い る

“
活動  と，

「で き る
“
活動

”
」の 重視）

　 も う 1 つ の 大 き な特徴は AD し訓練を は じめ と

す る 「活動」 向上 訓練 の 重視 で あ る n

　た とえば介護療養型医療施設 の FI常生活訓練加

算で は ， 「実用的 な 凵常 生活 に お け る諸活動 の 白

立性 の 向．ヒの た め に ， 訓 練室以 外の 病棟等 （屋外

を含む ） に お い て，実用歩行訓練 ・活動向上 訓練

等が 行わ れ た 場合 に 限 り算定で きる」 と され て お

り ， さ ら に ［当該訓練 に よ り向上 さ せ た 諸活動の

能力に つ い て は ， 入院中に お い て ， つ ね に 看護師

等に よ り入院 中お よ び退 院後の 日常生活 に お け る

実行状況 に 生 か され る よ う働 きか けが行わ れ る こ

と が 必 要 で あ る 1 と定 め られ て い る （下線 は引用

者）。

　 こ れ も き わ め て 重 要 な 点 で あ り
，

ICF に お い

て ［活動 1が 1実行状況 1と ［能力」の 2 つ の 面

か ら評仙 され る こ とをふ ま えた 規定で ある。 こ れ

は わ れ わ れ が以 前か ら提唱 し て き た 「し て い る活

動 」 と 「で き る 活 動」 に 対 応 す る も の で あ り，

〔245｝45

「活動」 向上訓 練 に は ．二 の 両 ［酊へ の 働 き か け が 連

携 し て 行 わ れ る こ とが 不 ll∫欠 な の で あ る 。

　 ：3）　診4寮幸侵円州己攵定　　（2002）

　実は す で に 医療保険で も 2002 年の 診療報酬改

定 に お い て ， 理 学療法 ・作業療法の 早期 リ ハ 加算

に加 え て 「病棟等に お い て早期歩行 ・ADL 等の 白

立 等 を 日的 とした」訓 練 を行 っ た場 合の 加算の 要

件 と し て
， 上記 2 ） と ほ と ん ど同文 の 規 定が設 け

られ て い る 。 す な わ ち 二 こ に 見 る よ うな ICF の

概念の 社会保険 へ の 導入 はす で に 前年か ら 医療保

険 で 始 ま っ て い た もの で あ り，それ が 今回 介護保

険 に つ い て よ り大規模 に 行わ れ た の で あ ろ。

　 4 ） リ ハ ビ リテ ー
シ

．
1 ン （総合）実施計画書

　 介護報酬．［の 改定で 訪問 リハ ，通所 リハ の 個別 リ

ハ 加 算，介護老 人保健施設 の リ ハ 機能強化加算 に

っ い て
「
リ ハ ビ 1丿テ ーシ ョ ン実施計画書　が設 け

ら れ ， また介護療 養型医療 施設の リ ハ 計画加算 に

お け る 「リハ ビ リテ ーシ ョ ン総合実施計画書：」が

改定 され た （リハ ビ リ テ ・一一シ ョ ン （総合）実施計

画書の 書 き方検討委 員会 2003〕 （以 トこ の 両 者を

あ わ せ て 「リ ハ （総合） 実施計画書」 ヒ略す ）。

　 こ れ ら は い ずれ も縦軸 は ICF の 生活機能構 造

に 立 っ て ， Eか ら
一
参 加」， 「活 動」， 「心 身機 能 亅

1：「リ ハ 実施計画書 亅で は前 2者の み） とな っ て お

り ， 横 軸 は 日標 づ く り の た め の 評価 とな っ て い

る u な お
， 横軸 に も 1活 動 」 に っ い て は 能 力 ：

「で き る
“
活 動

”
」 と実行 状 況 ：「し て い る

“
活

動
”

」 とを区別 し， さ ら に 「す る
“

活動
”

」（活動

レ ベ ル の 目標 ， す なわ ち将来 の 実行状況 ） の 欄が

設け ら れ て お り，
こ こ で も ICF の 概 念が 活 用 さ

れ て い る。

　 な お
， 医療保険 で も す で に 2002 年の 診療 報酬

改定 に お い て 「1丿 ハ ビ リ テ ・一
シ H ン 実施計画書

が 早期 リ ハ 加算 に つ い て の ， ま た 「1丿 ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 総合実施計画書」が 回復期 リハ 病棟の ， そ

れ ぞれ の 要件 とな っ て い る． こ れ らの 計画 書は 様

式 は 介護 保険 の もの とは や や 異 な る が ，
［CF の

基本概念に 立 っ て い る こ と は 同 じで あ る 。

　 3。高齢者 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 研究会報告

　 2003年 7 月 に 厚 生労働 省 老健局 長 の 私的 研 究

会 と し て 発足 し た 高齢者 リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン 研究

会 （座 長 ：上 田　敏）は ，2004 年 1 月 に 報 告書
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Higher Brain Dysfunction

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Higher 　Brain 　Dysfunotion

46 （246） 高次脳機能研究　第 24 巻 第 3 号

健康状態

心身機能 ・

　　　　　　　 ぐ 一 一 レ 活動
身体構造

＜→ 　 参加

圃 圖
図 1　 1CF （国 際生 活機能分類〉の 生活 機能構造 モ デ ル

「高齢者 リハ ビ リテ
ーシ ョ ン の あ る べ き方向」 を

と りま と め た （高齢者
．
リハ ビ リテ ーシ ョ ン研究会

2004）。こ れ は 「リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン は生活 機 能

の 「f・J上 が 凵的」 と した こ と を は じ め
，

ICF 概念

を骨格 として リハ の あ るべ き姿を描 い て い る。 こ

の路線 は リハ は もち ろん ， 今後 の 医療 ・介護 （い

わゆ る 「介護 予防」や ケ ア ・マ ネジ メ ン トを含む）

全般 に 大 きな影響 を与 える もの と思 われ る （こ の

部分 は学会講演後 の こ とで あ る が ， 重 要な の で 追

加 した）。

II．　 ICF の 背景 と特徴

　 1．国際障害分類 （ICIDH ）か ら国際生活機能

分類 （lCF）へ

　 ICF の フ ル ネーム は lnternational　 Classifica−

tion　of　Functioning，　Disability　and 　llealth
， す

な わ ち 「生活機能 ， 障害 お よび健康 の国際分類 」

で ある が，英語で も日本語訳 で も略称 （ICF，国

際生活機能分類 ） を用 い る こ と とし て い る 。

　 1980 年の ICIDH は，国連の 国 際障害者年世界

行動計画 （1981） に そ の 基本概念が採用 され るな

ど ， 障害 関連の 事業 に 大 き な影響 を与 えた e と く

に 障害 の 階層構造 （3 レ ベ ル ） を明 らか に した点

は 画期的 で あ っ た 。

　今 回の 改定 は ， 1980年以 来の 20 余年間の 障害

（生活上 の 不 自由 ・不利益） お よ び障害 の あ る人

（障害者 ）をめ ぐる さ ま ざまな状況 や 考 え方 の 変

化を受 け て な さ れ た 根本的な改定で ある 。 こ の 改

定 は ， 障害 に 関係す る す べ て の人 の 「共通言語」

を め ざし て ， 広 く世界各国 の 協力 ， 専門家 と障害

当事者 と の 協力 に よ っ て 約 1〔｝年 問の 歳 月 をか け

て 実現 し た も の で あ り， われ わ れ も民 間 の組織 と

し て 「ICF 日本協 力 セ ン ター 亅を つ く り，年 次

改 定会議の 東京開催 （1998 ） を は じめ 積極 的に 参

加 した 。

　 2 ．ICF の 特徴

　 ICF の 生 活機 能構造 モ デ ル を図 1 に 示 し ， 生

活機能の 3 レ ベ ル の 特徴 を表 1 に 示 丈、

　 1）「生活機能」 とい う包括用語

　ICF を理 解 す る に は ， ま ず 「生 活機 能」 を 正

し く理解 しな けれ ばな ら な い
。 「生活機能」 と は

Functioningの 訳で ，
　 ICF の 基本概念で あ る 「心

身機能 ・身体構造」， 「活動 」， 「参 加」の 3 レ ベ ル

（階層）の す べ て を含む 「包括 用 語」で あ る。す

なわ ち 人が 「生 き る」 こ との プ ラ ス 面の 3 レ ベ ル

（生 物 レ ベ ル ， 生 活 レ ベ ル
， 人 生 レ ベ ル ） の す べ

て を表す もの で ある 。

　 こ れ に 対応 す る の が 「障害」　（Disability）で

あっ て
，

こ れ も 3 レ ベ ル （「機能 障害 （構造 障害

を含 む〉」，「活動制限 」， 「参加制約 」）か ら な るマ

イ ナ ス 面 の 包括用語 で あ る 。

　 2 ）プ ラ ス を甫視

　ICIDII で は 「機能 ・形 態障害」 「能力障害」「朴

会的不利」 とい うマ イナ ス 面の 用 語で あ っ た もの

が ，
ICF で は す べ て プ ラ ス の 用 語 に 変 わ っ た 。

こ れ は単な る用語 の 言 い か え で は な く，障害 の あ

る人 を み る場合 に そ の 障害 （マ イナ ス 面）だ け を

み る の で はな く， そ の 人 の もつ プ ラ ス の 面 を重視
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表 1　 生 活 機 能 の 各 レ ベ ’しの
’
ド手徴

心 身 機能 ・
身 体 講造

　 生 牛勿レ ベ ノL

　 吐 命 レ ベ ’の

　 活 動

i　［’ii　ノ丶　@し　一　　／一“　　「し
［．什7． 1 舌 レハミt ／レ

1 　

　 加 社

レベル ｛．人 生 レ

E く ル 〕 ＊ 体の 働

や精陣 の働
　き

，ま

体の． ・ 部の

\ 造 の こ と tt ＊生き
い く のに 役」 レ 、

ﾂ さ 圭 ざ圭
生 活行 為 の こ と 、

　 凵的 を もっ た 圭 と ま

@ り の あろ行為 で あリ
　H常4・、活 活 ・助
（A ［） L ，　コミ

．
L
ニ
ケ

[ シ 、 1 ンt ｛含」「．
｝ を 　 は

じ め ，

事 ， 家事， 交 際，

味 ， ス ホ ー 　 ツ

社 会参

な どに 必 要 な 多 く の

為 を 含む、

ft 会 的 な 出 来 堪に
与 したり，

役割を 果 た
し
たりす

こと。 たとえi
t ’

f
に 事 て ／ t レ

jf 乏 割 ，
L 婦

役 割， 家 喉の 一

と し ての役割， 趣 味 ・

ボーツ な ど への関
，地 域 社 会 （ 田

． 「 勾会 や 交友

ﾖ 係 ）の 中 で の 役 割 ， その他い ろ い ろな什

の中 での役 割。 すべ き だという ， この 2Dt 卜

の間 に世 界的 に 広 圭 っ た 思 想を背景 に し て い

、 、こ れは 考え 方 の 根 本的 な転 換 で ある が ，

イ ナ ス を軽視する と いう こ と で は な く ， 逆 に

ラスに 着 H す る こ と

マ イ ナス のと ら
え方そのも の を 深める ことができ

こ とを 意 味している 。 　 こ れ と 関 連 して

ICIDH では 「疾 患・ 変調 」 で あ っ た も の

．健 康状 態」 と 変わ った。 これ も 噌 な る 名称

更で は な く ，妊 娠， 高 齢 ，ス

レ スな ど人が
生
きるこ と

影響する す べてのもの を 含む 非 常 に広 い 概念 とな

た、 ， 　 3 ）階 層論的 認 ． 識枠組 み 　I

がICIDH か ら受 け継い だ「 遺 産」 は階 層 構

と し て の 視点 で あ る 。これは単 純な階層（ 心 身

能 ） のL に ．より複雑な 階 層（ 活動 ） が 乗り ，

の ま たE に さ ら に 複雑 な階層（ 参 加 ） が 乗 i る

い う 1 積 み弔： ね構 造」 とし て， 人 が 牛 き る

と の プ ラ ス 面 と マ イ ナ ス 面 を把握する こ と

ある 。 　こ のよ うに1 積み重ね 構造1 とし てみ

こ と が 重

な のは， それぞ れのレ ベル （ 階 層） の間 の 「

々 ： 依 存 性 1 と 「相対的独 立性1 を把褥 する た

で ある、， 　 ．相 互依存性 1 と は 「互いに影響

あ う 」と い う こ t で ， た と えば脳卒中〔 「健 康

態 一 D の
た
め に右 片 麻 痺（ 「 機能障 害 」 〉 が

こ る と ，歩彳∫ 不 能，書字 不 能
を
はじめとし

，ADL ・ 家事 ・ 職業 などの 1 ． 活 動 」 （ 生活

為の 技能） の制 限が 起 こ っ てく塩、これ は「

能 障害 」 が 一 活動 制 限 」 を引 き起こした こ ．

であ る 。 そして そ の よ うな状 態では，たとえ

職を 失 う こと（参 加 制約 ） も起 こり がちであ

。こ ういう 悪影響は心 身機 能 か ら 参加 へ の万

で 起 こ るだ

で は な く，参加の制 約 （ た と え ば 退 職 や 転居

で 外 出し
なくなり廃用 症 候 群（ 生活 不活 発 病

を 起 こ すなど 逆 方 向にも 起 こ りう る 。 　

かし， 階層間 の 関 係 が これ だ けしかないと 考

る と ， 「 半身が

痺 すれ ば職 を 失 う の は や む を 得 な い亅，そ し

「 それを
解
決するには原 因 で あ る 麻 輝 を治す しか

い ． と い う ，「墓 底 還元 論」 にお ち いる、 ，

　実 は 大 事 なこ と はそれ ぞれ の レベ ル （ 階 層 ） に

ﾍ 「相 対 ’的独 立 性」 が あって，他 の レベ ノ レか

の 影響 に よ っ て 完 全 に 決 定 さ れ て し
ま うこ と

ない 、 二い う こ と で ある。 たとえばトの 例 で

れ ば ，リ ハ 医療で は麻痺 の改 善にも当 然 努 力

るが， それ 以 外 に
方法 がな い と は け っし て

えない。 ド 肢 の 麻痺が 回復 し ない う ち でも 装

（ 短 下 肢 装 具 ， 長 下 肢 装具 な ど ）と 歩 行 補

具 （ T 字 峯 丈 だけでな く ，よ り安定し た ウ ォ ー

ー ケ

ン や四脚 杖 な ご） を使っ て実用 歩行訓練をすれ

数 凵で 歩 行 臼 立 する こ と もまれで はない。そし

通 念ヒ は 逆 に ， 歩 く こ と自体 力§麻 痺の回復

促進す
る
ので あ る 。 　 またたと え ば 右 手の麻痺 の 回 復が イ
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表 2　心 身 機 能 ［b〔）dy　functi⊂）1「 （b｝］の 大 分 類 表 3　 身体 構 造 ［s［rucmre （s）」の 大 分 類

1．　精卞申機 倉巨

2 ．感 覚 機 能 と 痛 み

3 ．幵 声 と発 話 の 機能

4 ．毛舶／管 系 ・血 液系
・
免疫系 。呼吸器系の 機能

5．消 化 器 系 ・
代謝 系 ・

内分泌系の 機能

6 ．泌 尿 ・
性

・生 殖の 機能

7 ．神経筋骨格 と運動に 関連 す る機能

8 ．皮 膚 お よび 関連 9 る構造 の 機能

　 　　 　 rド分 類 ：98，小 分 類 ：212

1．神経系 の 構造

2 ．目 ・耳 お よ び 関連部 位 の 構 造

3 ．音声 と発 話 に 関 わ る 構 造

4 ．心 血 管系
・
免疫 系 ・呼 吸 器 系 の 構 造

5 ．消化 器系 ・代謝系 ・内分 泌 系 に 関 連 した 構 造

6．尿路性器系お よ び生殖器 系 に 関連 した 構造

7 ．運動 に 関連 した構 造

8 ．皮膚お よ び関連部 位 の 構造

　　 　　 吋亅ナ♪類 ：4i〕，　ノトラ｝類 ：IO．1

職 な ど は数 え きれ な い こ とは言語聴覚 li・作業療

法十 な ど に と っ て は常識で あ る 。 そ の 他 の ADL

も家事 も，多 くの 職業上 の 活動 も適切 な指導 ・訓

練 を受 けれ ば片手で 行 え る よ う に な る 。 そ の よう

な 1
一
活動」 レ ベ ル で の 向 ヒに よ っ て 「参加」 の 向

ヒ （復職や主婦 と し て の 復帰） も可能で あ る 。 こ

れ が活動 レ ベ ル に お け る相対的な独．、
「
t：性で あ る 。

　 4 ） 「活 動」の 評価 は 「実行状 況」 と 「能 力」

の 両面 か ら

　 ICF で は活動 を 「実行 状 況」 と 「能 力」の 両

面か ら評価す る 。 こ れ はわ れ われ が以前か ら 「し

て い る活動」 と 「で き る活動」 と名づ け ，
こ の 両

者 の 間 には大 きな差 が あ り，両者 を別個に評価 し

別個 に働 きか ける こ とが重 要だ と提唱 し て きた も

の で ある 。 こ れが 国際 的な動 向 と
一．

致 した もの と

い う こ と が で きる 。

　 5 ＞環境囚子 ・個人 因 チの 分類が加わ る

　 ICF の も う 1 つ の 特徴 と し て 背景 因
．
f二 の 導入

が あ る 。 こ れ は 環境因子 と個人 因子 か らな り， 障

害 （牛活機能低下）の 発生 に もその克服 の た め の

働 きか け に も大 きな影響 を与え る。と く に 環境 因

子 には詳 し い 分類が作 られ た 。

　 こ の 環境 因 F と は普通 考 え られ が ち な 支援機

器 ， 建築物 ， 道路 ， 交通機 関な どの 物的環境 に と

ど ま らず ， 家族 ・ 介護者な ど の 人 的環境 ， 社会の

意 識 や態度 ， さ ら に法制度 ， 行政 や各種 の サ ービ

ス （医療 ， 福祉 ， 教 育な ど） と い う社会的環境 を

含 む非常 に広 い も の で あ る 。 す な わ ち ICF で は

医療 ・福祉 ・介護 な ど の サ ー ビ ス 自体 も 環境 因子

な の で ある。

　個 人 因子 と は
， 性別 ， 年齢 ，

ラ イ フ ス タ イ ル
，

価値観 など で あるが ， 今回 は詳細 な分類 は見送 ら

れ た 。 しか し こ れ が 環境因子 同様 に生活機能 ， と

く に 活動 （生 活 レ ベ ル ）， 参加 （人生 レ ベ ル ）に

大 き く影響す る こ と は い う ま で もな い 。

　 6 ）相互 作用 モ デ ル

　 ICIDII で は矢印が 疾患 か ら機能障害 と能 力障

害 を へ て 社会 的不利 に 向か う と い う一方向だ け の

も の だ っ た の で ， 「あ る病気が あれ，ば必 ず機 能障

害や 能力障害 ， そ し て社会的不利が起 こ っ て くる

と い う運 命論 だ」 と い う 誤 解 を招 きが ち で あ っ

た 。 ICF モ デ ル は以 Eに あ げた す べ て の 要素 が

他の す べ て と関係 しあうと い う相互作用 モ デ ル で

あ る 。 しか もそ の 関係の しか た に は先 に述 べ た相

互 依存性 だ け で な く相対的独立性 が ある こ と を忘

れ て は な らな い
。

III． コ ーデ ィ ン グの 実際

　ICF で もっ と も重 要 な の は 以 H に 述 べ た生 活

機 能構造 モ デ ル （図 1） に 立 っ て ，対 象者 （患

者 ・ 利用 者）を総体的 に と ら え る と い う こ と で あ

り， 分類 自体 は 必要 に 応 じて用 い れ ば よ い
。 逆 に

分類 の み を生活機能構造 モ デ ル に 立 たず に用 い る

こ とは邪道で あ る。モ デ ル あ っ て の 分類で あ り ，

モ デ ル と切 り離 した 分類 に は意 味 は な い の で あ

る 。

　以 下 に分類 を用 い る （コ ーデ ィ ン グ）時の 要点

を示 す。

　 1．　コ ー ドと言平イ西点

　 1） コ ード

　ICF で は す べ て の 項 日は ロ ーマ 字 1 字 と数 字

（1〜5字 ） との 組 み 合わ せ で
一

定の 内容 を示 し ，

こ れ を コ ー
ド と い う。

ロ ーマ 字 は 心 身1幾能 は b

（b〔，dy）， 身 体 構 造 は s （stl
“
uctUl

’
e），活 動 は a

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 4 　沽 動 と 勠 ：1 ［acti 、
・it） alld 　ParllciL｝llti〔〕旧 〔1り 、・ノ）　

−kl　）
．
類

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊

は dDmalll！領b．1気　．） の ：略

1．学 習 とX−［1識 し
／／）応 川

2．冖般 1杓な 課題 と 要求

：｝．　
．．T ミ ニ

・ニ
ノ
厂
一

シ ーT ン

4 ．運 動 ・移動

5 ．　t：’tレ フ ラ ア

fi幽家 庭牛 活

7 ．対 人 関 係

8 ．　に要な 生 活 領域 〔教 育 ・職 恥
・経 済

’1．沽）

9 ．コ ミ t／＝ ア ィ ラ イ フ ・霍土会生 活 ・市民
’E幸占

　 　 　 ［lr分 類 ：1｛1〔1，ノト分 類 ： 174

表 5 　環 境 因 t
’
：

enx ，iroTmieT］tal　fE．letOl ・〔e ）
．

の 大分類

1．ノ1・産 品 と 用具

2．自然環 墳 と．人 間 が もた ら L た 環境 変 化

3 ．　髪援 と 関係

4曾態度

5．．，’．一ビ K ・制 度 ・政 策

　 　 　 　 　 　 ：64
， 小 分 類 ：1（）3

（acti 丶
・ity），参加 は P （partiCil〕atiOn ）， 環境 因 子

は e （ellvirolm − ｝11tal　 factor）で あ る。な お 後 に

述 べ る よ う に 分類表で は活動 と参加 と は共 通 リ ス

1・をな し， 仮に d （domain，1領域 亅の 略） を つ

け て い る が
，
d の ま ま で 用 い る こ と は な く，必ず

a （活動） また は p （参加） の ど ち ら か を っ け て

用 い る。

　数字 は 1 字 で は 章 （大分類，第 1 レ ベ ル ）， 3

字 で 中分類 （第 2 レ ベ 1レ ）， 4 字 で小 分類 （第 3
レ ベ ル ） を 小 す。た と え ば，

　大分類 　 n3 　　 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ コ ン

　中分類 　a315 　 非 言語白4Jメ ッ セ ージ の 理 解

　小 分類 　 a3L50 　 ジ ェ ス チ ャ
ーの理解

　 　 　 　 a3152 　絵 と 写真の 理 解

　 な どで あ る 。

　 ご く ま れ に は 5 字 の 細［分類 が あ る こ と もあ る、、

ま た 数字 は 不 連続 で あ る （a315 の 前 が a31 〔1，

次 が a3 却 で あ る よ う に ）が ， こ れ は 将来必 要 が

あ れ ば新 し い 項 凵を追 加す る た め で あ る。

　表 2 ， 表 3 ， 表 4 ，表 5 に ICF の 分 類 を い ず

れ もプく分
・
類 （章男1亅）　ま て  戸 し た c 　こ れ だ け

冨
ぐ も

ICF が い か に 包括 的で あ る か を 見て と る こ と が

t
｛：
’
き よう、，

　 2 ）評仙点

　 lCF で は コ ー ド だ け で は 意 味 を な さ ず，数字

の後 に 点 を つ け て ， そ の 後に 問題 の 程度 を示 ナ評

価点 （表 6 ） を つ け る こ と で は じ め て 意 ll未を も

つ 、、す なわ ち ．0 は な ん ら開 題 が な い こ と （正 常）

を示 し ， ，1か ら数 字が 大 き くな る ほ ど問題が 大

き くな り，．1で 最大 とな る。 二 の 表 の 右 に 示 し

た パ ー
セ ン トは問題 の 程度 を概念的に 小 す 目安で

あ る、，

　な お，環 境 因子 の み 評 価 点 に
一一

（ブ ラ ス ），

一

（マ イナ ス ）を つ け て ， 促進囚子 で あ る か 阻害因

子 であ るか を小 づ こ とが で きる。

　 3 ） 活動 と参加 の ．共通 1
丿ス ト

　 ICF で は 活動 ヒ参 加10）分 類 が 別 々 で は な く，

「活動 と参力IIIぴ）共這1リ ス ト と な り，イ反に da．）彳：

で 始 圭 っ て い る が ， こ れ は 活動 と参加 に は項 目 ・

分野 名と して 共 追三す る もの が 多 く，別 k，の分類 ：こ

す る と噴複が 多い か ら で あ り，け っ して 活動 と 参

JI「と の 概念が あ い 圭い に な っ た の で は な い
。

　 4 ）活動 に は 「実行状況 1 と 「能力 1 の 2 っ の

評価点 が あ る

　先 に 述 べ た よ う に ，ICF で は活 動 の 評 価点 に

1実 f了薨犬況 （perr‘，rlllallCC ）1 と 「行皀プ丿 （CaPaC −

i、．y ）　I　o）　2　
−
）ヵa

’
言殳1ナ、：丿 tl广：。　具f本白勺1こ 1よご1 ・　　ド σ♪

後 の 少 数点以下 1 桁 目の 評価点が 実行状況 ， 次 の

2雀行目が能力 を示 す D

　 2． コ
ー

デ ィ ン グの 手順

　 も り と も実β祭白勺
．
ぐ カゾ 丿 ！見落 と し」 σ丿な い コ

・一

デ ィ ン グの 方法 は ， 心 身機能 か ら始 め る の で は な

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 6 　共 通 計 価1 、

xxx 」Oxxx

．1X

＼ X ．2xxx

．3xxx

．・1

問題 な し （な し，序在 し な い
， 無 視で き る

…
）

轣度 の 問題 〔わ ザ か な，低 い …）

中等 度 の 問題 （中程 度 ひ），か な りの
…）

卓 度 の 問麺 （高度 σ），極 度 ω …）

完全 な 問 題 （tiっ た くの …〕

xxx ．8 　 詳細 不明

xxx 、9 　 非該 当

翫 xxx は 。 ＿ド翻 て。

　 u・一．1％

　5〜21 ％

25・、・49 ％

5〔）
・．、−95 〜矯

96〜川 o ％

数レ〕7
卜

表 7 　
’illl動 と参 IJIIの 左分雲貞チ ．！ ッ ク リ ス ト 〔問 題 の あ る項 目 の L に レ を 人 れ る ）

＜ 活動 ＞

IaJlL

…a6

　 1a7

　 1a8
　］ a9

　
．
ai3

「
−

a4

［ alIa2

口参

　 　 せ ル
．
1 ケ ア

　　 家 庭 生 活　　　　　　　　　　［1P6

　 　 文寸ノ丶15t−li系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
．−
1　 P　7

教育 ・仕事 ・経済　　　　　　　　冂 1）　s

社会牛活 ・市民 生 活 　　　　　　　　IIpg

r
」 ミ ュ ニ ケ ーシ ・1 ン

　 運 動 ・
移動

学 習 と知1識 の 応 用

・
般 的 な 課題 と要 求 〔教 育 ・仕 申 ・経 済 ）

〈，   活動 と参加の 共通 リ ス トか ら始 め ，  人

分類 ・中分類 → 小分類の 順に 問題 の ある コ ー一
ドを

同定 して い く こ とで あ る 。

　 そ の 際 まず表 7 の よ うな人分類チ ェ ッ ク リ ス ト

を使 っ て 問題 のあ る大項 目を同定 し ，
つ い で 問題

の あ る項 目 に つ い て 中分 類 の チ ェ ッ ク リ ス ト

（略〉 を用 い ，最後 に 小分類 に 移 る と い う手 順が

よ い と思われ．る v

　そ の 後 に   活動 の 実行状 況 と能力 と α）差 ， 活

動 と参加の 差 ， そ し て そ れ に関与す る環境 因子 を

確 認 し，  最後 に 以上 と 心 身機能 ・身体構造 と の

関連 を見 る ， と い う手r牘が も っ と も実践 的で あ

る。

IV．　 ICF を高次脳機能障害の 医療 と

リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン に ど う活か すか

　 こ れ ま で 述 べ た ICF の 基本 理 念 は 時代 の ．要請

で あ り ， す で に
一

部 は医療保険，介護保険 に取 り

入 れ ら れ
， 今後 ます ます臨床場

．
面に 浸透 し て い く

もの と思わ れ る。 こ こ で は重要 な点 に しぼ っ て 述

べ た い
。

　 1．心身機能の み でな く，活動 と参加 を重視す

る総合的 な把握 を

　 「生 命」 レ ベ ル だ け で な く， 「．生 活」 レ ベ ル と

［人 生 」 レ ベ ル に 注 日 し ，
3 レ ベ ル の 間の 関迹 を

よ く検討 し て 総合的 に 把握 す る，，そ の 際 ， 相／11依

存性 も重 要で ある が
，

と りわ け相対的独立性 を重

視 し活 用 す る こ と が 必 要で あ る 。

　 2．個別的 ・個性的な目標 ・プ ロ グラ ム を

　心身機能の み を重 視す れ ば，生 活 ・人生 に 関 し

て は 画
一．一

的 な プ ロ グ ラ ム に お ち い る 危 険が 大 き

い 、， その ような画一的な プ ロ グラ ム で な く， 本来

個 別的 ・個性的な も の で あ る 生 活 と 人 生 を重 視 し

た個別的 ・個性的な 目標 （1どの ような生活 ・人牛

を創 る か 1 と い う） を 立 て ， そ の 実現 に 向け て 個

別的 ・個性的な プ ロ グ ラ ム を実施 す る こ とが 重要

で あ る c，

　 3 ．マ イ ナ ス （障害）で な くプ ラ ス （生活 機

能） を重視

　高次脳機能 障害の あ る 人 をみ る場合，そ の プ ラ
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ス げ可 （叶粛号看幾f彪）　と u ）関連
『
Lr
．
マ イナ ス 面 （「璋

厂
「律）

を とらえ る こ と が重要で ある。 しか もそ の 場 合，

い わ ゆ る 「残存機能」だ け で な く，む し ろ 隠れ て

は い る が適 切な働 きか け に よ っ て 引 き出す こ と の

で き る 「潜在能力」を重 視す る必要が ある。

　高次 脳機能障害 の場 合 に も，た とえ ば 実詰で は

代替 的 ・代償的 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ シ 手段 の 活 哨 ，

人的環境因子 として の 家族，友人，同僚な どへ の

イ足埀亘白勺技 fボf（ノ）教 育 な ど， 本 ノ丶 び）基 本白勺コ ミ ユ ニ

ケ ・一シ ョ ン 機能 を 高め る こ と以 外に も プ ラ ス を増

や す 叮能性 はあ る と考え られ る ，， またわれ わ れ の

経験 か ら も左無視 の 患者 の リ ハ に お い て ， 潜在的

な能 力を発 嵬し増進 す る こ とは相当程度 に 可能 で

あ 衝 ，

　 4 ．「共 通言語」に よる チ
ーム ワ

ー
ク と当事者

との 協 力

　ICF 慨念 ， す なわ ち 健康状態 ， 心 身機能 ・身体

構造，活動，参加，環 境 因子 ， 個人 囚子 の 全体 を

と ら え る こ と が 必 要で あ る とい う理解 を医療 ・福

祉 ・介護 な ど の 専 門家 と 患者 ・利 用者 ・家族 と が

共遁認識 と して もつ ヒ い う こ とが 「共通言語」 と

い う こ と で あ る 。

　 こ れ に よ っ て ひ と つ に は多数 の 専門職か ら な る

医療 （リハ 医療 は そ び）典型 で あ る ）に お け る異

な っ た専門職 （た と え ば医師，言語聴 覚 十 ， 理 学

療法 士 ， 作業療 法士 ，　ソ ーシ ャ ル ・ワ ー
カ
ー

， 臨

床心理 レな ど） の 間 の 共通認識 に 、？／っ た 真 の チ ー

ム
「
フー ク が 促進 され る 。

　また こ れ に よ っ て 愚者 ・利用 者の 自己 決定権の

rL しい 発揮 を専門家 チ
ー

ム の 専 門性 で 支援す る こ

とが促進 され る 。

　 と くに 医療保険 ・介護保険 の リ ハ で は す で に

「リハ ビ リ テ …
シ ョ ン （総 合う 実施計 ［由1書 1が ，

（251） 51

一・
方 で は 関係 す る専 H『職 の 全 員の 協力で 作成す る

こ とと され σ
．一

ム ワ
ーク の 促進〉， 他 方で は こ

れ を用 い て 愚者 ・家族に 説明 し，署名を受 け，写

しを 交付す る （十分 な 説明 に も と づ い た 自己決定

の 促進） こ と と され て お り
， ヒに 述 べ た よ う な役

割 を 果た し つ つ あ る。

お わ り に

　最後 に ICF 概念 に よ っ て リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン

の 本質 を 、才い あ ら わ し た 言葉 を紹 介 して 結論 に 代

えた い 。

リハ ビリテ ーシ ョ ン とは ， 「心身機能」の

不 自由を，生活上の 「活動」で補 い ，

　 豊か な人 生に 「参加」する こ と 。

　 〔2川 3 年 12 月 4 日，第 27 回 日本高次脳機能障害学

会 で 発表 L た LC．稿 に 加筆 し た。）
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-Abstract 
-------

ICF  (Intcrnat.ienal Classification of  Functioning,  Disability and  Ilealth)

                   and  higher brain dysfunction

Satoshi Ueda""

   ICF  (International Classification of  Functioning, Disability and  IIealth) was  approved  by W' orld

Health Assembly in 2001 as  the  revision  of  ICIDII (International Classification of  Impairments,

Disabilities, and  Handicaps, 1980) . Its purpose is firstly to provide a  frame  ef  reference  to understand

n  person's life comprehensively,  and  secondly  to be utilized  as  the 
`cemmon

 language' internationally

and  inter-disciplinarily, and  alse  between professionals and  people wit.h  disabilities. ICF has the

advantage  that it focuses onto  the positive aspects  (functioning) of  the people with  disabilities rather

than  their negative  aspects  (disability) and  looks upon  thein both in three different levels (body

functionslstructure, activ･ity  and  participation 1 and  impairment, activity  limitatiori and  participation
restriction).  This  article  deals with  the introduction of  thc ICF  model  to the prcscnt  National Health

Insurance and  National  Long  Term  Care  Insurance I the  characteristics  of  ICF  l the construction  of

its classjficatiens  ; coding  proces$ I and  finally its application  to the  c]inica]  practice of  higher

nervous  activity  dysfunctions.
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